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提案の狙い
□ 原価低減
□ 質塁低減

生産（作業）性向上

□ 品質／性能向上
■ 安全／環境対策

その他（

くく提案内容＞＞

I適用
’

可能な製品／分野

• 水素火炎検知器

新技術・新工法

目に見えない水素火炎を可視化
●定置型火炎可視化装置

□ 外乱光の影響を受けることなく ， 正確に水素火炎を検知できます。
（昼夜監視カメラとして活用できます。）

【測定方法】 【カメラヘッド外観】

●携帯型火炎可視化装置

□ 片手で持つことができる，小型軽量タイプです。
（外径寸法： W110 x H87 X D143[mmJ, 重量： 740g)

【カメラヘッド外観】
・近赤外カメラのみを使用した，簡易携帯型。
・現場での安全監視に最適。

セールスポイント（製造可能な精度／材質等）
・定置型の検知距離は30m

監視エリアは水平34゜ ，垂直26 °

・携帯型の検知距離は20m
監視エリアは水平23゜

， 垂直170

開発進竺j (2012年9月現在）
□ アイデア段階 □ 試作／実験段階

項目 コスト

従来との比較
数値割合

問題点（課題）と対応方法

● 開発完了段階 □ 製品化完了段階
''"'質量 1 生産／作業性

200%向上
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